
平
成
26
年
度
か
ら
工
事
を
進
め
て

き
た
魚
津
市
三
ヶ
地
区
の
農
地
整
備

事
業
が
令
和
元
年
度
に
完
成
し
ま
し

た
。本

地
区
の
現
況
農
地
は
、
ほ
場
が

狭
小
・
不
整
形
の
た
め
、
小
型
機
械

に
よ
る
非
効
率
的
な
営
農
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
用
用
排
水
路
の
老
朽

化
等
に
よ
り
農
地
の
排
水
不
良
が
生

じ
て
お
り
、
農
作
業
に
多
大
な
労
力

を
要
し
て
き
ま
し
た
。

事
業
実
施
に
よ
り
、
農
地
の
大
区

画
化
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
、

農
業
用
用
排
水
路
及
び
暗
渠
排
水
の

整
備
に
よ
る
排
水
不
良
田
の
解
消
が

図
ら
れ
、
ネ
ギ
や
キ
ャ
ベ
ツ
を
中
心

と
し
た
高
収
益
作
物
の
導
入
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
を
契
機
に
農
事
組
合

法
人
「
か
が
や
き
」
「
ゆ
か
り
」
の

２
つ
の
営
農
組
織
が
地
区
の
中
心
と

な
り
農
地
を
集
積
し
ま
し
た
。

（
集
積
率
：

88.3%
→

96.8%
）

さ
ら
に
、
園
芸
作
物
を
活
用
し
た

直
売
所
の
開
設
や
学
校
給
食
へ
の
提

供
、
地
元
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た

農
作
業
体
験
を
実
施
す
る
な
ど
、
地

元
特
産
品
の
消
費
拡
大
に
取
り
組
む

ほ
か
、
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
向

け
た
地
域
営
農
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

農
村
整
備
課
水
利
防
災
班
に
配
属

に
な
り
ま
し
た
藤
井
と
申
し
ま
す
。

前
職
で
は
水
道
関
係
の
仕
事
に
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
農
業
土
木
の
仕

事
は
初
め
て
で
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、

地
元
の
た
め
に
働
け
る
こ
と
を
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
力
不
足
で
皆
さ

ん
に
は
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も
多
々

あ
る
と
思
い
ま
す
。
成
長
で
き
る
よ

う
に
日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
の
ス
タ
ー
ト
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

在
宅
勤
務
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
思
う
よ
う
に

仕
事
を
進
め
ら
れ
ず
、
不
安
な
日
々
と
な
り

ま
し
た
。
未
だ
コ
ロ
ナ
収
束
の
兆
し
は
見
え

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、
地
元

の
皆
様
の
声
に
寄
り
添
っ
て
業
務
を
進
め
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
ア
マ
ビ
エ
】

（１） 新川水土里たより 第20号 令和2年8月18日（火） 新川水土里たより 第20号 令和2年8月18日（火） （４）

新川農林振興センター農業農村整備広報・広聴連絡会 〒937-0863 魚津市新宿10-7 0765(22)9137【指導課】

新川農林振興センターホームページ http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1630/index.html

４
月
に
所
長
と
し
て
着
任
い
た
し

ま
し
た
。
管
内
農
林
業
の
振
興
と
発

展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
り
全
国
が
緊
急
事
態
宣
言
下

に
お
か
れ
、
解
除
さ
れ
た
現
在
で
も

国
民
生
活
や
経
済
活
動
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
農
業
に
お

い
て
も
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や

学
校
の
休
校
、
飲
食
店
の
休
業
等
に

よ
り
野
菜
や
切
り
花
、
牛
乳
、
牛
肉

等
の
販
売
量
減
少
や
価
格
低
迷
な
ど

が
あ
り
、
今
で
も
少
な
か
ら
ず
そ
の

影
響
が
残
っ
て
い
ま
す
。
早
く
元
の

生
活
や
経
済
活
動
に
戻
る
こ
と
を
祈

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
昨
今
の
農
業
情
勢
は
、
米

政
策
の
見
直
し
や
産
地
間
競
争
の
激

化
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
な
ど
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
農
業
は
国

民
の
「
い
の
ち
」
と
「
く
ら
し
」
を

支
え
る
生
命
産
業
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、

土
地
基
盤
の
整
備
や
農
地
の
汎
用
化

な
ど
ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
図
る
と
と

も
に
、
意
欲
あ
る
担
い
手
の
育
成
や

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
に
よ
る
生

産
コ
ス
ト
の
低
減
な
ど
ソ
フ
ト
面
の

施
策
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
展
開
し
な
が

ら
、
力
強
い
農
業
構
造
を
確
立
す
る

こ
と
が
極
め
て
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

技
術
（
情
報
通
信
技
術
）
等
を
活
用

し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
推
進
、

本
格
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
３
年
目
を
迎
え

る
米
の
新
品
種
「
富
富
富
」
の
ブ
ラ

ン
ド
化
の
高
評
価
の
定
着
、
水
田
を

フ
ル
活
用
し
た
１
億
円
産
地
づ
く
り

等
園
芸
作
物
の
生
産
拡
大
な
ど
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
う
し
た
管
内
の
農
業
生
産
を
支

え
て
い
る
農
地
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
年
度
は
、
出
島
地
区
な
ど

５
地
区
で
ほ
場
整
備
を
、
中
加
積
南

部
地
区
な
ど
10
地
区
で
用
排
水
路
や

暗
渠
排
水
等
の
整
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

新
川
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、

管
内
の
農
業
・
農
村
が
今
後
ま
す
ま

す
発
展
す
る
よ
う
、
「
農
業
・
農
村

整
備
事
業
」
、
「
生
産
技
術
の
普
及

指
導
事
業
」
な
ど
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

の
両
面
か
ら
職
員
一
丸
と
な
っ
て
ご

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
生
産

者
並
び
に
関
係
機
関
の
皆
様
に
は
、

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
川
管
内
の
農
業
・
農
村
の
振
興
を
め
ざ
し
て

所
長

山
岸

和
重

第２０号

「とやま水土里探訪ブログ
（富山県農村整備課）」

https://www.facebook.com/

toyama.nousonsebi
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水利防災班

総事業費：568.9百万円

受益面積：42ha

施工箇所：魚津市三ヶ

事業内容：区画整理 Ａ=18.4ha

用排水路 Ｌ=1,366m

暗渠排水 A=6.0ha

客土 A=15.1ha

工期：H26～Ｒ1
整備前

整備後

◎
問
合
せ
先
：
農
村
整
備
課
農
地
整
備
第
一
班



新
川
管
内
で
は
、
中
山
間
地
域
の

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
を
推
進
す
る

た
め
、
「
に
い
か
わ
地
区
」
及
び

「
に
い
か
わ
山
麓
地
区
」
に
よ
り
平

成
９
年
か
ら
平
成
16
年
に
か
け
て
１

期
対
策
が
実
施
さ
れ
、
農
業
用
用
排

水
路
や
農
道
な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。事

業
が
完
了
し
て
か
ら
15
年
が
経

過
し
、
施
設
の
老
朽
化
の
進
行
や
、

特
に
イ
ノ
シ
シ
を
主
と
し
た
害
獣
に

よ
る
農
作
物
被
害
の
拡
大
な
ど
、
中

山
間
地
域
で
は
新
た
な
課
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
こ
う
し
た
中
山
間
地
域

で
の
多
様
な
課
題
の
解
決
方
法
と
し

て
、
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
の

２
期
対
策
の
実
施
を
検
討
し
て
お
り
、

令
和
４
年
度
の
事
業
着
手
を
考
え
て

い
ま
す
。

今
年
度
は
、
各
地
域
で
の
要
望
確

認
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
業
内
容
や
事
業
費

及
び
地
域
の
実
情
に
つ
い
て
把
握
し

た
う
え
で
、
必
要
な
対
策
に
つ
い
て

整
理
し
て
ま
い
り
ま
す
。

棚
田
地
域
振
興
法
は
議
員
立
法
に

よ
り
令
和
元
年
６
月
19
日
に
成
立
し
、

同
年
８
月
16
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
棚
田
地
域
及
び
指
定
棚
田
地

域
振
興
活
動
計
画
の
申
請
・
認
定
に

よ
り
、
法
指
定
の
中
山
間
地
域
と
な

る
ほ
か
、
中
山
間
地
域
直
接
支
払
に

お
け
る
棚
田
地
域
振
興
活
動
の
達
成

加
算
（
一
万
円
／
10
ａ
）
、
農
業
農

村
整
備
事
業
の
一
部
で
国
庫
補
助
の

補
助
率
嵩
上
げ
（
50
％
→
55
％
）
、

及
び
農
地
整
備
事
業
で
の
面
積
要
件

の
緩
和
（
20
ha
以
上
→
10
ha
以
上
）

と
い
っ
た
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

県
内
各
地
で
本
申
請
は
多
数
見
ら

れ
、
今
後
、
法
指
定
の
な
い
地
域
で

は
、
認
定
へ
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
が

想
定
さ
れ
ま
す
。

県
で
は
、
地
域
の
実
情
を
考
慮
し

つ
つ
、
申
請
資
料
の
作
成
へ
の
助
言

な
ど
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
川
管
内
で
実
施
中
の
水
利
施
設

等
保
全
高
度
化
事
業
「
五
箇
庄
北
部

地
区
」
で
は
、
用
水
路
の
更
新
に
併

せ
て
水
口
を
自
動
給
水
栓
に
整
備
す

る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
当
該
地
区
で
は
自
動
給

水
栓
の
水
管
理
時
間
に
関
す
る
実
証

実
験
を
行
っ
て
お
り
、
通
常
の
水
口

（
セ
キ
板
）
の
場
合
と
自
動
給
水
栓

の
水
口
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る

遠
隔
操
作
）
と
を
比
較
し
た
結
果
、

62
％
の
時
間
短
縮
を
実
現
で
き
る
可

能
性
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

今
後
、
各
種
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用

に
よ
る
労
働
力
の
軽
減
や
時
間
短
縮

の
実
現
は
、
高
収
益
作
物
の
導
入
の

可
能
性
を
高
め
る
な
ど
、
農
業
経
営

の
安
定
化
や
効
率
化
に
大
き
な
役
割

を
担
う
ツ
ー
ル
と
な
る
た
め
、
事
業

実
施
を
契
機
と
し
て
、
導
入
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
内
で
は
、
農
業
用
水
路
で
発
生

し
た
転
落
死
亡
事
故
件
数
が
平
成
22

年
度
か
ら
令
和
元
年
度
の
10
年
間
に

185
件
で
、
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
約
8
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

幹
線
、
支
線
（
末
端
）
の
水
路
別
で

は
、
支
線
（
末
端
）
の
水
路
で
の
死

亡
事
故
が
約
7
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
は
、
13
件
の
転
落
死

亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
多
発
す
る
転
落
防
止

事
故
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
令
和
元

年
12
月
に
全
国
で
初
と
な
る
「
富
山

県
農
業
用
水
路
安
全
対
策
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
安
全
対
策

の
基
本
方
針
と
し
て
①
ソ
フ
ト
対
策

の
継
続
的
か
つ
積
極
的
な
推
進
、
②

効
果
的
な
ハ
ー
ド
・
セ
ミ
ハ
ー
ド
対

策
の
実
施
、
③
行
政
、
関
係
団
体
や

地
域
組
織
の
連
携
強
化
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

安
全
対
策
の
推
進
に
は
、
行
政
、

関
係
団
体
や
地
域
組
織
な
ど
が
連
携

し
て
、
注
意
喚
起
を
呼
び
か
け
る
広

報
・
啓
発
活
動
（
ソ
フ
ト
対
策
）
の

徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
危
険
個
所

を
把
握
し
、
地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
必
要
な
対
策
（
ハ
ー
ド
・

セ
ミ
ハ
ー
ド
）
を
講
じ
る
こ
と
で
、

未
然
に
事
故
の
防
止
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

令
和
2
年
度
は
、
ソ
フ
ト
対
策
と

し
て
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
県
内
33
箇
所
、
う
ち

管
内
10
箇
所
で
開
催
し
て
意
見
交
換

を
行
い
、
地
域
住
民
の
農
業
用
水
路

に
関
す
る
理
解
や
転
落
事
故
に
関
す

る
認
識
を
高
め
、
必
要
な
事
故
対
策

に
つ
い
て
合
意
形
成
を
図
る
予
定
で

す
。
事
故
防
止
に
向
け
て
市
町
や
土

地
改
良
区
な
ど
関
係
機
関
職
員
の
方
々

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

近
年
、
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
の
多

く
は
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
も
の
で
、
電

気
柵
や
金
網
柵
等
の
侵
入
防
止
柵
の

普
及
が
進
む
一
方
、
適
正
な
維
持
管

理
が
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
被
害
が
抑

え
ら
れ
な
い
事
例
も
み
ら
れ
ま
す
。

8
月
1
日
を
基
準
日
に
前
後
一
週
間

を
運
動
期
間
と
し
て
、
「
侵
入
防
止

柵
の
県
内
一
斉
見
回
り
点
検
」
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
点
検
活
動
は

地
域
ぐ
る
み
で
行
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
チ
ラ
シ
が
集
落
に
配
布
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
集
落
内
の
電
気
柵
、

恒
久
柵
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る

か
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
不
備
な

点
が
あ
れ
ば
速
や
か
に
補
修
、
改
善

し
、
日
常
の
活
動
と
し
て
習
慣
に
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
富
山
県
で
は
、
侵
入
防
止

対
策
の
動
画
を
作
成
し
「
富
山
県
公

式Y
o
u
T
u
b
e

」
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
動
画
と
も
に
、

新
川
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
参
照
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

新川水土里たより 第20号 令和2年8月18日（火） （２）

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

（３） 新川水土里たより 第20号 令和2年8月18日（火）

◎
問
合
せ
先
：
指
導
課
指
導
班

ワークショップ開催状況 黒部市笠破町内会（令和2年7月20日）

◎
問
合
せ
先
：
企
画
振
興
課

新川農林振興センターHPのＱＲコード

（ページ下から動画が確認できます）

[技術紹介]テキサスグレーチング

イノシシやシカの足が挟まる大き

さの格子にすることで、柵の開口

部での侵入を防止するもの。

④グループ別意見発表③グループディスカッション

②フィールドワーク①県内の事故状況等説明

◎
問
合
せ
先
：
指
導
課
計
画
班

◎
問
合
せ
先
：
企
画
振
興
課

魚津市小菅沼 ヤギの杜

◎
問
合
せ
先
：
指
導
課
計
画
班

自動給水栓の設置状況

（写真は遠隔操作式）
水管理時間の比較


